
…
…
…
：
・
と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う

雛畿
購

綴雛
欝

意
気
」

二
二
労
針

「
轡

．
雪
武
．
彦
島
田
泰
「
《
峯

｝
盗
・
長
囲
拶
．
、
、
．
、
．
．
、
、

三
皇
．
．
實
｛
ム

3
町
果
．
養
拶
．

ユ
菱
建
引
田
祠
懸

’，

ﾀ
ミ
起
百
聞
疑
乱
鴉

・
、
姿

“㌧♂

飯．

　顎謙懇歎
7
L
醸

羅
凋、

ﾒ

鰯
娩
、
．
．

特集会政懇談町

＼ 　
町
政
懇
談
会
特
集
号
を
お
届
け
し
ま
す
．
．

　
昭
和
五
十
↓
年
度
町
政
懇
談
会
は
七
月
五
日
福
漸

区
か
ら
開
催
、
八
月
二
十
五
日
迫
野
内
区
を
最
後
に

全
区
を
終
了
し
ま
し
た
．

　
町
政
懇
談
会
は
昭
和
四
十
二
年
か
ら
始
め
て
今
年

で
十
回
目
で
す
が
、
会
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
区

長
さ
ん
は
じ
め
皆
さ
ん
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見

が
あ
り
町
で
も
検
討
し
た
結
果
、
今
年
か
ら
当
日
．
の

午
前
中
に
瑚
地
を
視
察
し
区
内
の
実
情
を
は
要
し
た

う
え
で
午
後
の
懇
談
に
望
む
与
式
で
す
す
め
て
い
ま

す
．
．　

各
区
と
も
町
長
の
町
政
概
要
説
明
、
収
支
予
算
、

収
支
決
算
の
説
明
に
ひ
き
つ
づ
き
懇
談
に
う
つ
り
ま

し
た
．

　
皆
さ
ん
か
ら
で
ま
し
た
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
要
望

等
に
つ
い
て
そ
の
場
で
回
答
で
き
る
も
の
は
当
日
お

答
え
し
ま
し
た
が
、
問
題
に
よ
っ
て
は
役
場
に
持
ち

か
え
り
検
討
を
加
え
た
も
の
も
あ
り
ま
す
．
．

　
以
ヒ
、
各
課
ご
と
に
と
り
ま
と
め
報
告
し
ま
す
．
．

．
【
p

，

　
．
，
　
．
　
．

　
　
　
　
　
　
コ
　
リ

　
，
誘
事
、

町報属．

，
窃

0
0
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内報とうこう

企
画
開
発
課
関
係

問
東
洋
工
業
株
式
会
社
誘
致
の
み
と

お
し
に
つ
い
て
伺
い
た
、
（
寺
迫
・
羽

坂
）答

　
本
年
着
工
予
定
の
工
場
用
地
三
二

工
事
が
延
期
に
な
っ
た
理
由
は
、
オ
イ

ル
ノ
ヨ
ノ
ク
以
来
、
輸
出
に
主
力
を
注

い
で
い
た
同
社
製
マ
ソ
タ
自
動
車
の
販

売
が
計
画
通
）
進
ま
な
い
為
て
あ
り
ま

す
が
最
近
国
内
販
売
に
力
を
注
ぎ
上
昇

し
つ
つ
あ
る
の
で
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
県
も
誘
致
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
協

力
し
て
も
ら
一
．
て
い
る
の
て
明
年
秋
頃

ま
て
に
は
一
応
の
み
と
お
し
は
っ
く
も

の
と
思
（
、
〆
、
い
ま
す
．
会
社
側
も
進
出

か
お
く
れ
て
い
る
こ
と
に
責
任
を
感
し

十
一
目
下
旬
に
幹
部
か
来
町
予
定
て
ム
，

事

後
の
対
策
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
こ

な
っ
て
い
ま
す

問
農
用
地
開
発
事
業
の
今
後
の
み
と

お
し
に
つ
い
て
（
雲
雀
）

答
　
五
十
一
年
厚
か
ら
参
加
農
家
の
同

音
を
受
け
特
別
会
計
事
業
に
移
行
し
た

の
て
開
発
事
業
も
進
度
を
早
め
少
な
く

と
も
五
十
八
年
頃
に
は
道
路
舗
装
、
衣

施
設
等
↓
切
が
〔
元
了
す
る
み
と
わ
し
て

あ
）
ま
す
．
し
か
し
事
業
の
お
く
れ
ま

参
加
農
家
の
負
担
増
及
ひ
主
幹
作
目
の

価
格
不
安
定
等
の
問
題
を
生
し
て
お
う

ま
す
が
、
関
係
機
関
と
も
協
議
し
て
き

る
だ
け
の
村
策
を
会
し
た
い
と
思
【
ま

す
．

設
　
課
　
関
　
係

問
上
の
原
農
・
追
の
町
道
編
入
に
つ
h

て
伺
い
ま
す
（
八
重
原
）

答
　
農
道
等
を
町
迫
に
編
入
す
る
場
合

は
議
会
の
農
林
土
木
常
任
委
員
と
合
同

調
査
を
実
施
し
て
現
行
の
町
道
認
定
基

準
に
よ
り
審
議
検
討
の
上
認
定
基
準
に

適
合
す
れ
は
議
会
の
議
決
を
得
て
町
道

と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
．
参
考
に
昭
和

五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
に
改
正
き
れ

た
町
道
認
定
基
準
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
．▽

東
郷
町
道
認
定
基
《

　
聡
↓
条
　
本
町
行
政
の
円
滑
化
と
け

政
投
資
の
均
衡
を
図
る
た
め
次
の
通
b

町
道
認
定
基
準
を
走
め
る
。

一、

W
落
（
お
お
む
ね
戸
数
三
一
月
人
ロ

一
っ
人
以
上
の
集
落
）
と
こ
れ
と
密
接

な
関
係
の
あ
る
集
落
又
は
国
、
県
、
町

迫
に
直
接
連
絡
す
る
道
路
て
あ
る
ニ

シ
一

一、

H
線
の
延
長
が
お
お
．
、
ヅ
ニ
〔
【

M
以
上
て
あ
る
こ
と

三
、
路
線
の
巾
員
が
お
お
↓
、
」
ね
三
M
均

上
て
あ
っ
、
か
つ
普
通
自
動
車
の
交
通

可
能
な
迫
路
て
あ
る
こ
と

哨
、
還
路
教
地
か
町
直
と
し
て
・
旧
ち
こ

誉
録
の
て
き
る
条
目
を
具
備
し
て
h
る

も
の
て
あ
る
こ
と

五
、
原
則
と
し
て
生
コ
ノ
ク
・
　
ト
舗

●

，

0

装
魂
胆
の
整
備
か
な
き
れ
て
い
る
迫
整

て
あ
る
こ
と

　
第
二
条
　
町
道
の
認
定
に
つ
い
て
は

、
前
条
各
号
に
定
め
る
ほ
か
公
共
性
経

瘡
性
の
霞
合
に
応
し
て
別
表
の
通
り
↓

級
か
ら
四
級
ま
で
区
分
し
管
理
す
る
．
．

　
第
三
条
　
前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
．

か
特
に
必
要
と
認
め
る
迫
路
こ
つ
、
て

は
そ
の
都
優
定
め
る
．

附
則

　
こ
の
善
進
は
昭
和
五
イ
「
年
　
↓
弓
一
・

i
「
日
か
ら
施
行
す
る

間
作
三
道
、
林
、
退
の
整
備
を
交
益
著

’
㌧
町
の
重
機
を
使
用
し
て
実
施
す
る
場

合
の
使
用
料
こ
つ
、
、
て
伺
、
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
野
〕

竺
目
ワ
ル
　

ユ
＝
ヘ
ル
、
タ
ず
’

・
　
／
、
ル
を
使
用
し
た
易
合
’
、
、
果
£

町
フ
し
、
詠
使
用
料
徴
収
境
コ
こ
二

り
使
用
料
を
徴
収
し
ま
す
参
考
＝
使

用
料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

4
、
受
益
者
が
直
営
に
虻
》
農
林
水
産

菓
施
設
の
エ
事
を
施
工
す
る
場
合
。

　
一
時
間
当
り
ブ
ル
ー
、
i
み
　
の
場
ム
［

四
、
ヘ
ノ
（
兵
山
男
、
タ
で
の
ニ
ヘ
ル
の

照
合
二
、
八
⊃
τ
円

二
、
受
益
者
が
直
営
に
よ
り
前
記
幻
外

の
i
事
を
施
「
す
る
場
合

　
↓
時
聞
当
）
フ
ル
ー
1
斗
の
場
合
四

五
⊂
ρ
、
円
タ
・
”
　
ニ
ヘ
ゥ
の
場
合
＝

二
〔
⊃
円

三
、
前
記
エ
事
以
外
の
場
合

　
↓
時
間
当
り
フ
ル
し
一
昇
の
場
ム
［
五

戸
）
ρ
C
適
々
・
㈲
げ
　
へ
V
の
場
ム
巳
・

五
ρ
㌧
ρ
）
円

四
、
受
益
者
か
直
営
に
よ
り
震
林
水
産

，
采
施
設
の
雪
害
復
旧
を
二
丁
す
る
場
合

　
↓
時
間
当
）
フ
ル
ト
ー
繭
の
場
合
三

（
・
（
【
由
口
々
で
の
ノ
「
ヘ
ル
ニ
、
一
r

〔
）
円

五
、
フ
ル
ー
；
サ
移
送
料
片
遭
分
は
使

用
者
負
担
と
す
る
．

六
、
タ
イ
ヤ
〆
＝
ヘ
ル
の
白
H
辻
経
曹
二

伽
当
り
「
ヘ
へ
円
は
使
弔
者
負
担
と
す

↓
9七

、
姫
ン
フ
使
用
料
　
「
日
当
、

四
k
ン
ヤ
ノ
ブ
ニ
、
｛
r
（
円

．
ト
ノ
セ
ノ
ワ
　
九
、
C
こ
（
円

　
な
お
東
郷
町
ブ
ル
・
、
－
押
使
用
料
徴

ε4　P　、

収
規
則
第
四
条
て
林
道
の
維
持
管
理
の

た
め
林
道
愛
護
組
合
か
ら
使
用
の
申
請

か
あ
っ
た
と
き
は
年
↓
回
【
日
一
台
に

限
り
無
償
て
使
用
を
許
可
す
る
も
の
と

す
る

問
　
坪
谷
局
前
か
ら
上
の
原
に
通
す
る

橋
梁
の
新
設
事
業
計
画
に
つ
い
て
伺
、

ま
す
　
　
（
坪
谷
）

答
　
π
事
費
等
の
問
題
か
あ
）
ナ
、
す
の

て
充
分
検
討
す
る
こ
と
こ
、
た
し
ま

す問
坪
谷
農
免
迫
路
の
舗
装
一
事
討
画

に
つ
h
て
伺
い
ま
す
　
　
（
坪
谷
）

答
　
こ
の
道
路
は
基
幹
農
道
舗
製
1
事

と
し
て
県
が
昭
和
四
＋
九
年
頃
か
ら
舗

装
凶
事
を
施
工
中
て
す
が
昭
和
五
十
「

年
唆
ま
天
神
橋
か
ら
約
二
五
⊃
M
舗
装

斗
．
・
れ
ま
す

問
　
昭
和
五
↓
一
年
曝
坪
谷
地
区
の
町

二
日
後
門
事
及
び
舗
装
エ
事
の
討
画
二

つ
い
て
伺
い
ま
す
。
　
（
坪
谷
）

答
　
一
、
改
良
ヨ
事
討
画
に
つ
h
て

　
紐
続
事
業
と
し
て
施
エ
中
の
多
武
の

木
～
乎
田
線
を
約
二
万
⊃
M
を
改
良
し

ま
す
、

二
、
舗
装
τ
事
討
尋
に
つ
い
て

　
多
武
の
木
～
平
田
線
約
一
、
四
一
、
τ

M
市
谷
原
～
川
崎
線
約
「
、
ニ
へ
、
、
（
ノ
M

を
舗
装
し
ま
す

問
多
武
の
木
～
平
田
線
の
火
路
施
設

の
整
備
に
つ
い
て
（
坪
谷
）

答
　
昭
和
自
十
一
年
駿
の
改
丁
丁
事
を

弛
i
す
る
時
点
て
整
備
す
る
二
と
こ
、

乱
し
ま
す

問
生
盾
関
通
迫
路
の
牛
コ
ノ
舗
装
事

人
を
昭
和
f
†
　
雪
田
幻
降
三
ノ
一
τ
士

’、

v
画
’
、
あ
勺
「
阿
、
二
．
す
　
　
ド
”
｝

町転とうこう
（3）

内
）答

　
現
況
を
調
査
の
上
当
然
舗
装
を
必

要
と
す
る
道
路
に
つ
h
て
は
予
算
の
範

囲
内
て
図
画
的
に
実
施
し
ま
す
．

問
　
へ
7
般
豊
道
の
三
路
線
が
町
道
に
認

定
昏
・
・
れ
た
が
用
地
の
詳
記
事
務
等
は
町

て
実
施
す
る
の
か
同
h
ま
す
．
　
（
鶴
野

内
）答

こ
質
問
の
通
う
町
て
実
施
し
ま

す問
　
町
道
小
野
田
～
大
谷
線
の
舗
装
訓

画
こ
つ
h
て
何
い
ま
す
、
　
（
小
野
田
）

答
　
本
年
磨
約
＝
⊂
ρ
）
M
舗
装
τ
事
を

施
工
し
ま
す

問
町
道
老
谷
～
前
田
線
の
側
溝
を
甲

急
に
整
備
し
て
も
ら
h
た
、
　
へ
小
野

田
）答

　
現
地
を
調
査
の
上
整
備
の
必
要
が

あ
れ
ば
整
備
す
る
こ
と
に
h
た
し
ま

す
．問

　
町
道
老
谷
～
前
田
線
の
改
良
工
事

に
伴
な
い
農
道
に
通
ず
る
取
付
道
が
な

く
農
耕
作
業
に
支
障
が
あ
る
の
て
調
査

の
ヒ
善
処
方
願
い
ま
す
　
　
（
小
野
田
）

答
　
現
地
を
調
査
し
て
支
障
が
あ
る
上

う
て
あ
れ
ば
取
付
道
を
整
僻
す
る
こ
と

に
h
た
し
ま
す

憶
病
鹿
～
庭
田
線
の
改
良
討
画
二
つ

、
て
何
、
気
す
　
　
へ
寺
追
ノ

答
本
路
線
〃
改
良
工
事
胡
画
二
っ

て
よ
昭
稲
五
一
「
年
唆
て
局
部
改
良
と

舗
製
工
事
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
が
こ

承
知
の
通
）
本
路
線
は
産
業
迫
踏
と
し

て
最
も
車
要
な
路
線
て
あ
り
ま
す
の
て

こ
の
改
良
舗
装
に
つ
い
て
は
農
免
迫
路

と
し
て
改
良
舗
装
を
施
エ
す
る
こ
と
に

計
画
を
変
更
し
現
在
県
の
担
当
課
に
陳

店
し
て
協
議
検
討
の
段
階
て
す
が
、
採

択
に
な
れ
ば
昭
和
五
卜
一
．
一
年
肢
か
ら
改

良
工
事
が
施
工
》
・
、
れ
る
こ
と
に
な
う
ま

す
．問

石
並
川
も
た
に
橋
ド
流
に
灌
概
用

よ
施
几
賦
（
々
ム
）
が
へ
怯
ユ
点
＼
烈
た
＼
ゐ
上
「

流
こ
魚
類
か
全
く
の
ぼ
れ
ず
E
流
の
臼

民
は
園
一
．
て
、
、
る
の
て
二
の
施
設
に
稲
、

迫
施
設
を
検
討
し
て
も
ら
い
た
、
（
寺

迫
）答

　
県
の
関
係
渓
と
協
議
す
る
二
と
こ

し
ま
す
．

問
廷
田
地
区
に
施
設
が
し
て
あ
る
瑠

池
か
老
朽
し
全
く
貯
水
か
出
来
す
来
年

の
作
付
｝
N
支
障
が
あ
る
の
て
現
場
を
調

査
し
て
も
ら
い
た
い
　
　
（
寺
迫
〕

答
　
こ
の
施
設
の
復
旧
工
事
に
つ
h
て

は
受
益
者
の
負
担
を
必
要
と
し
ま
す
の

て
県
の
関
係
課
及
べ
）
町
受
益
者
詐
会
の

上
て
現
場
を
調
査
し
て
施
T
上
の
問
題

等
こ
つ
い
て
結
論
を
出
す
二
と
こ
し
ま

す
．問

町
道
鶏
戸
木
～
山
の
口
線
（
寺
迫

小
学
校
々
門
附
近
）
の
側
溝
に
蓋
の
承

備
を
し
て
い
た
ゼ
｝
、
・
た
h
　
（
寺
追
）

答
　
凋
査
の
上
》
，
処
す
る
こ
と
こ
し
ま

ず

問
牧
水
望
免
、
坦
路
こ
危
険
テ
所
か
あ

〆ソ

ﾝ
て
笏
護
計
霞
を
ノ
て
こ
」
・
）
、
セ
、

〔
何
㌦
、
）

答
　
現
場
を
銀
杏
の
一
必
要
て
あ
下
手
、

冠
策
を
回
し
ま
す

問
牧
水
農
免
遼
路
改
良
π
事
に
伴
う

残
地
が
私
有
化
さ
れ
へ
、
、
よ
う
要
望
す

ろ
　
　
（
仲
深
）

答
　
迫
路
敷
地
の
境
界
に
つ
い
て
ま
境

界
杭
か
う
’
・
て
あ
る
の
て
そ
の
よ
う
な

二
と
の
な
h
レ
鼠
う
、
み
な
ふ
・
、
ん
の
協
η

を
お
願
h
し
ま
す

問
　
探
谷
水
路
の
災
難
復
旧
工
事
実
施

の
見
透
し
こ
つ
、
’
」
何
、
ま
す
　
　
（
仲

深
）答

耕
地
災
害
復
旧
丁
事
と
し
て
施
工

し
て
も
ら
う
よ
う
県
に
申
請
し
で
あ
っ

近
い
う
ち
こ
笈
一
－
目
杏
定
が
実
施
曽
、
・
れ
る

二
と
こ
な
’
・
て
h
る
の
て
査
定
の
粘
果

て
は
本
年
曝
こ
復
旧
工
事
が
出
文
る
と

思
、
㌔
ま
す

問
県
迫
田
渡
川
～
下
．
．
ゲ
線
の
整
備

促
進
に
つ
い
’
、
　
（
下
渡
川
）

答
　
本
路
線
の
整
備
促
進
に
つ
h
て
よ

機
会
あ
る
こ
と
に
日
向
一
木
事
務
所
を

通
し
て
陳
盾
要
望
を
申
し
上
デ
て
、
る

と
こ
ろ
て
あ
り
ま
す
か
今
後
も
引
続
㍉
、

強
力
な
陳
済
要
望
を
実
施
し
て
み
な
↓
、
、

ん
の
要
望
に
こ
た
え
る
追
路
て
な
る
ヒ

う
努
力
し
ま
す

問
　
越
懸
橋
～
下
渡
川
線
（
通
学
、
廻
）

の
改
良
工
事
計
画
こ
つ
、
一
、
伺
、
ま

す
　
　
（
下
渡
川
）

答
　
本
年
壌
約
三
主
↑
M
改
良
τ
事
を

施
工
す
る
計
画
て
こ
の
改
良
エ
事
に
必

要
な
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
て
改
良

ケ
所
の
現
地
を
調
査
測
早
し
一
、
工
鈷
こ

忍
五

一

ぬ
i

し

ま

す

着
1

時
期
之

「

弓

り
し午

曲
中
耕
用
∂
火
路
改
修
前
一
、
）
に
護
岸

工
事
を
施
工
し
て
も
ら
h
セ
、
　
（
越

去
）答

　
工
事
内
容
が
災
害
復
旧
工
事
に
該

当
す
る
工
事
て
あ
れ
ま
国
の
災
害
査
定

を
う
P
，
で
認
走
に
な
れ
ま
耕
地
災
害
復

旧
工
事
と
河
川
災
許
復
旧
工
事
て
施
丁

す
る
こ
と
が
て
き
、
、
ま
す
か
そ
の
他
の
方

法
て
丁
事
を
施
工
す
る
場
合
ま
建
設
調

の
担
当
係
と
充
分
協
義
打
△
旦
、
［
を
し
’
、

ド
き
、
。

問
　
町
逆
児
洗
～
つ
つ
ら
内
恢
∂
香
嚢

計
画
こ
つ
、
’
、
　
（
異
説
）

答
　
本
年
摩
は
舗
装
討
画
は
あ
一
ま
せ

ん
か
今
後
の
考
え
方
と
し
て
ま
町
道
改

艮
舗
装
の
整
備
基
本
計
画
こ
も
と
？
’
．
・

検
討
す
る
こ
と
こ
し
ま
す
．

問
庭
石
等
の
紐
、
断
採
石
に
好
す
る
取

）
し
ま
，
語
法
に
つ
、
て
伺
、
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
越
表
）

竺
口
　
こ
の
問
題
よ
ヴ
て
の
」
ノ
ー
ス
▼
ト
よ
’

て
取
扱
が
困
難
て
あ
）
ま
す
か
ら
関
係

蟹
田
♪
｝
協
瓢
峨
斜
月
△
口
沖
・
に
し
’
、
目
圓
笈
口
詣
ヲ
・
つ
二

と
覧
い
た
し
ま
す

問
昭
和
五
十
↓
年
曉
当
地
区
の
硅
活

関
連
道
の
舗
装
計
画
に
つ
、
て
伺
、
気

r
　
　
一
趣
去

「答
　
匁
x
　
う
．
㌔
ん
’
　
り
月
島
ご
了
二

〆・

v
レ
、
謡
画
寿
を
現
存
検
討
中
て
上
∫

本
日
ま
発
表
か
出
来
ま
せ
仁
・
2
て
こ
．
J

重
願
、
℃
ま
す

問
　
県
迫
八
車
原
～
延
岡
線
の
舗
装
誹

画
二
つ
、
て
伺
h
ま
す
　
　
（
迫
野
内
一

答
　
衣
年
鴨
の
舗
装
討
画
ま
．
．
ベ
へ
M

こ
な
っ
て
お
づ
き
う
に
甲
木
与
飾
｝
、
、
ん

t
前
の
橋
梁
改
良
工
事
が
計
画
ル
・
、
れ
’
、

い
ま
す

問
町
遭
池
野
～
自
樫
線
の
危
険
ヶ
ゆ

ニ
カ
　
　
、
レ
・
ー
ル
を
施
設
し
て
も
ら
h

九
、
　
（
迫
野
内
）

答
　
現
場
を
凋
在
の
う
え
必
要
て
あ
れ

ば
施
設
す
る
こ
と
に
し
ま
す

問
町
道
西
谷
～
鹿
瀬
線
4
2
一
部
改
艮

工
事
を
施
写
し
て
も
ら
、
た
、
　
（
迫

野
内
）

答
　
昭
和
五
十
二
年
彫
こ
お
、
’
、
検
討

す
る
こ
と
に
し
ま
す

問
　
町
補
修
事
業
等
て
負
傷
し
た
場
へ
［

こ
れ
こ
対
す
る
町
の
考
え
与
こ
つ
、
’
、〆

、

．
姻
4

h

伺
、
ま
す
　
　
へ
迫
野
内
）



｝

（4）

町報とうこう

答
　
郎
岳
て
》
・
ま
せ
ん
の
て
充
η
検
げ

」
」
　
9
こ
シ
一
こ
、
ハ
」
，
し
歩
あ
す

問
　
県
迫
編
入
こ
・
．
’
．
た
用
地
等
か
禾

へ
，
記
に
な
’
て
、
る
ヶ
所
か
あ
る
か
こ

の
事
房
処
琿
二
つ
、
て
同
、
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遍
野
喧

答
　
こ
の
こ
と
二
つ
、
て
；
日
同
i
王

事
房
町
の
担
－
係
と
封
合
せ
し
’
㌦
甲
’
」

こ
卦
務
処
理
を
し
’
、
も
・
つ
う
よ
つ
要
望

し
て
、
る
と
二
っ
て
あ
ブ
ま
す
か
へ
F
後

・
・
積
極
的
に
羅
臼
せ
ル
こ
て
双
、
記
事
務

か
几
．
」
す
る
一
、
う
好
力
し
素
す

一
、
参
考

　
仁
明
の
L
踊
現
況
こ
つ
、
て
お
知
・
、

．
、
八
路
豫
延
長
台
ヒ
、
　
。
托
、

下
田
力
ヒ
実
親

　
　
　
延
長
「
↓
一
、
ヒ
ニ
圧
・

　
、
整
備
伏
滉

「
f
改
良
・
v
竹
　
四
へ
・
・
ア
％

・
旦
舗
装
斗
　
　
　
く
・
　
％

二△一旦　．i　一現で
へそ七二彪一’rlし
路の略扱線一上級）之
保二線田∫延町別　 す

延の鉦自民1㌧路
k町長　 一一 @釈
’』ユ四　 四　

／1、

ヒ　　『　　’　況
、　　　　　　　、

・　りq

托　　一　　一
、　　ヒ

　　1，｛l

M　　M

二
巴

［

「

年
ア
隔

弓

i

農
林
課
関
係

間
作
業
直
開
設
の
際
開
設
後
犬
∴
か

起
ら
’
．
h
長
つ
路
線
決
遣
指
導
を
し
一
、

・
｝
．
し
、
　
角
野
）

答
　
作
叢
迫
新
線
決
定
ま
山
鉢
Σ
益
菖

と
役
場
及
ひ
森
林
組
合
担
当
職
員
か
合

・
蔽
の
ト
路
線
決
定
を
し
て
h
ま
す
か
、

今
後
は
史
に
開
設
後
の
父
∴
か
発
生
し

’
あ
、
し
製
う
劉
冒
し
’
」
踊
堀
決
潰
を
し
当
八

す問
農
村
耗
合
整
備
モ
ァ
．
事
某
て
祠

場
整
備
を
行
な
、
珠
境
解
同
を
討
画
し

て
h
リ
ゴ
．
地
区
よ
こ
こ
が
　
　
（
坪
谷
）

答
　
迫
野
内
の
釘
野
々
及
ひ
地
内
地
区

と
高
床
の
深
谷
地
区
と
坪
谷
の
一
野
原

地
区
て
あ
る

問
　
現
冷
酒
郷
岡
て
土
竜
作
物
と
し
’
」

設
定
し
’
㌔
、
9
以
外
の
作
〔
て
換
告
侮

〔
の
葦
切
よ
考
ラ
・
一
て
、
な
、
ひ
　
　
（
ひ
，

M

聾
内
）

答
　
牛
鮮
そ
笑
4
2
飯
給
地
を
形
づ
く
り

日
的
て
本
町
の
週
作
物
を
遺
走
す
る
五

ゐ
農
裳
改
良
筥
境
所
と
役
場
と
農
婦
と

協
議
し
部
落
毎
の
駄
」
淡
会
を
九
月
か
・
っ

開
解
す
＼
〈
区
長
4
・
㌔
ん
及
び
婦
人
会
長

’
・
、
ん
と
日
程
を
調
整
中
て
あ
，
裏
す

問
鶏
食
は
桑
園
肥
科
と
し
て
効
果
か

大
き
n
の
て
フ
ロ
で
ら
　
を
碍
人
し
一
、

鶏
糞
を
養
園
に
刊
用
’
．
、
せ
る
こ
と
三
二

つ
か
　
（
鶴
野
内
）

答
　
桑
園
に
鶏
糞
を
刊
旧
す
9
こ
と
こ

よ
異
論
は
な
、
か
、
食
血
経
営
と
フ
ロ

・
ラ
ー
経
営
を
す
る
こ
と
記
田
動
力
∂

閥
疎
画
唱
ば
」
複
へ
口
経
由
昌
ま
》
、
」
つ
つ
’
し
、
－
こ
　
巳

，
つ問

林
。
本
構
造
改
心
事
業
」
画
の
中
て

せ
由
μ
班
「
少
〉
遍
の
個
側
奄
♪
T
し
ハ
」
▼
「
こ
か
か
の

9
か
そ
の
阪
ニ
ン
．
　
♪

均
旧」

薫
f
　
　
I
　
　
一

”
’
〉
’
　
　
小

〆

　
’

　
　
　
　
　
「

憲
孟
一
一

練．w

答
　
林
構
5
一
肉
の
中
て
．
’
山
村
の
〆

　
エ
　
　
ノ
ヨ
ノ
訂
し
戻
を
三
山
を
中
・
い
こ

犀
）
た
・
二
つ
か
・
絹
家
寒
地

ハ
み
を
呈
、
も
ら
’
た
か
ぜ
川
玄
唱
設

”
姻
何
こ
も
眠
る
か
遊
歩
廻
の
し
眠
㎡
キ
、

ζ
若
男
女
亨
＝
あ
〆
」
雀
な
山
て
－
理
て
’
、

♪
、
、
か
と
、
う
診
翫
て
あ
’
七

間
ザ
村
総
合
雛
備
モ
千
．
争
．
へ
て
一
、

’
．
う
蝋
画
の
宮
農
商
雑
用
水
胞
誌
ま
二

つ
な
’
て
、
る
つ
　
〔
、
、
」
迫
）

答
　
三
池
瀧
合
整
備
モ
チ
し
罫
γ
人
費
の

日
の
r
”
江
山
分
配
か
少
↓
事
、
の
て
現
出

時
論
、
て
よ
何
年
厚
二
だ
血
す
る
こ
、
♪

椿
約
ま
て
㌧
、
・
な
、

問
　
頃
先
揺
の
■
胴
小
売
セ
ノ
々
　
刀

こ
な
・
ん
価
格
二
県
内
販
売
よ
一
女
つ

’
♪
」
　
ヘ
ー
後
の
4
爽
》
～
し
「
㌔
二
つ
石
・
ズ

て
、
る
か
　
？
ゴ
迫
一

答
　
叶
直
の
考
え
乃
と
し
一
、
、
毎
年
く

ナ
類
よ
価
格
の
安
動
か
謝
し
、
∂
て
誓

曝
ど
の
f
取
価
格
の
女
定
と
消
費
者
こ

・
」
格
女
！
、
，
薪
鮮
♪
｝
3
」
の
ル
　
用
へ
な
和
し
、
販

た
レ
　
ト
の
削
威
て
’
！
」
故
な
価
格
暴
落

時
て
も
生
産
菖
か
赤
．
r
栽
培
こ
ψ
．
2
、

、
こ
と
を
目
的
て
小
売
叢
菖
と
取
引
価

格
を
協
、
廻
し
て
一
画
乍
孝
、
肩
画
筆
た

・二 ﾔ’を起刀答　　、問
つ，・　て丁欠1臼　　〆ノ
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ハ　［riそ期g！　tlし

まと．♪のの，｝1格て
「・ξ冠hち地てを
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をまを貝Fく価1

戎す＿た格
判しノ♪民11Lノ♪

ノ　、　1　’ど　「子1

，一’ o　る　之つ・

　嚇　 ＿　弘　’

こどこ・こ七
ヨか；二二

券二
『r　ノノ

ニご，

ア　　　

モ・1｝

男時
，な

、ぐ、
＼ハ▲

M

多
と

答9
　　，1

乏画
影つ・

負

相遷
領表
ノ♪

軽
τく

ノ，

そ負芸
こ担材
の領耗
事の含
λ軽整つ
よ　曳備

恒∫

？益問μ答
　　　　　　備

　　　　　　争

　　　　　　叢

　　　　　　あ

う
FT

∫

封

ず昌

rl・ P

よ

を

メ

し

ト
丈

の

’匹1

「’
翼
、

》、

雑
用！
（

1
毘
［え

と

ト

付
「「

倹
討
中
て
あ
9
　
二
”
卦
ノ
；
－
一
の
h
・

ノ
ィ
あ
四
函
’
缶
二
　
2
一
と
て
こ
　
’
一
つ

．
r
ノ
の
配
分
か
」
画
通
一
へ
、
て
、
叫
♪
．
、

∂
て
七
う
缶
～
↓
　
力
卍
印
’
、
・
・
9
”

て
，
、
勾
　
　
つ
と
出
し
ゴ
如
上

二
一
の
削
曲
二
技
行
、
を
辰
え
て
⊃

’
お
　
’
ム
・
　
【
越
ノ
昏

♪

場
［径」牛・」のの　レ敷
穏　くのと　3つつ・翁田
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町報とうこう（5）

答
　
町
の
獣
医
師
二
人
の
内
「
人
は
毎

回
、
毎
日
わ
旨
リ
市
に
出
張
さ
せ
て
い

Q
。
も
う
↓
人
は
町
内
の
牛
診
療
の
た

め
町
に
震
る
が
セ
リ
市
期
間
中
二
日
に

る

一
日
は
セ
リ
市
に
出
張
さ
せ
て
い
る

問
　
農
業
振
興
地
域
内
の
用
途
変
更
申

請
後
の
認
可
ま
て
の
期
間
が
な
が
す
ぎ

る
　
（
迫
野
内
）

答
　
組
合
長
及
び
町
報
を
通
し
て
啓
も

う
し
て
い
る
か
こ
の
こ
と
は
順
調
に
行

’
ご
・
’
、
六
力
日
弓
位
か
～
る
の
で
計
画
的

に
事
業
実
施
予
定
の
六
ヵ
月
前
に
申
請

を
し
て
ほ
し
h
。

隠
釘
の
被
害
対
策
に
防
除
補
助
ま
凄
．

い
か
．
　
（
迫
野
内
）

答
　
そ
の
制
度
は
な
い

問
　
猿
の
被
害
防
止
（
し
い
茸
）
と
休

猟
区
指
定
ヵ
所
の
調
整
を
県
に
申
し
謬

れ
て
ほ
し
い
．
　
（
迫
野
内
）

答
自
然
保
護
と
の
問
題
て
・
、
」
つ
か
し

、
と
思
う
か
申
し
入
れ
ま
す
る
．

住
民
課
関
係

問
こ
み
収
集
に
つ
一
’
、
　
不
燃
物

（
建
築
廃
材
等
）
は
と
の
程
頃
ま
て
収

集
出
来
る
の
か
。
　
（
福
瀬
・
小
野
田
）

答
　
こ
み
収
集
に
つ
い
て
は
住
民
の
要

望
に
こ
た
え
て
本
年
四
月
か
ら
収
集
を

開
始
し
た
　
収
集
に
あ
た
（
．
て
は
日
向

市
の
業
者
と
委
託
契
約
を
し
て
い
る
た

カ
そ
の
手
数
料
に
つ
h
て
は
収
集
袋
代

て
支
払
い
す
る
た
め
指
定
袋
以
外
て
の

収
集
は
絶
対
出
来
な
い
　
従
っ
て
指
走

袋
に
入
ら
な
い
廃
材
及
び
粗
大
こ
み
ぽ

業
昔
と
刀
契
約
条
項
で
業
者
か
収
集
を

ヒ

齢
し
な
一
こ
と
に
な
二
、
い
ま
す
　
な
幻

不
燃
物
こ
つ
h
て
は
焼
却
場
て
処
理
出

来
な
い
た
め
米
の
山
の
埋
立
地
に
搬
な

埋
立
て
て
い
る
の
て
十
分
燃
え
る
こ
み

と
燃
え
な
い
も
の
に
区
分
し
て
出
し
て

下
き
い
っ

問
　
皿
液
型
の
検
査
は
病
院
て
出
来
な

い
か
．
　
（
鶴
野
内
・
迫
野
内
）

答
　
病
院
で
の
粘
液
検
査
は
治
療
を
必

要
と
す
る
場
合
の
検
査
の
み
て
普
通
の

皿
液
検
査
の
み
は
出
来
な
い
，
町
の
醸

皿
推
進
協
議
会
が
討
画
す
る
献
皿
の
際

協
力
を
願
い
た
い
　
最
近
の
自
動
中
の

普
及
に
よ
り
交
通
事
故
か
多
発
し
輸
皿

を
必
要
と
す
る
轡
者
が
多
く
何
時
て
も

間
に
合
う
よ
う
心
掛
け
て
下
さ
い

間
野
大
か
多
い
か
捕
獲
は
出
来
な

か
．
　
（
小
野
田
）

答
野
入
事
故
が
こ
ん
は
ん
に
発
擁
し

て
い
る
の
て
県
て
は
「
犬
の
被
害
防
再

連
動
」
を
展
開
し
特
に
畜
大
登
録
な
二

の
実
施
威
績
の
悪
い
地
域
等
流
占
、
的
こ

捕
穫
等
等
列
重
し
効
果
的
に
実
施
し
て

M
る

　
匁
お
狂
大
病
予
防
法
に
基
づ
㌧
、
・
飼
、

人
は
係
留
義
務
か
あ
り
行
政
指
導
を
行

な
っ
て
い
る
。
野
犬
の
多
い
部
落
は
保

健
所
及
び
町
衛
生
係
に
こ
連
絡
い
た
セ

げ
れ
ば
事
後
措
置
を
鎖
し
た
い
。

問
　
国
民
健
康
保
険
証
は
針
炎
医
院
等

は
適
用
出
来
な
い
か
。
　
（
下
渡
川
）

答
　
臣
民
健
康
保
険
の
医
療
取
扱
機
関

て
な
く
針
炎
医
院
は
任
意
給
付
医
療
機

関
て
あ
う
ま
す
．
し
た
が
っ
て
当
該
町

と
の
療
養
給
付
協
定
が
出
来
れ
ば
適
明

す
る
こ
と
と
な
る
．
．

問
　
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の
通

卑
支
払
、
ま
出
山
な
、
か
．
　
（
迫
野

内
ノ

答
　
療
養
給
付
費
の
精
算
給
付
は
一
ヶ

月
学
位
て
あ
う
同
一
病
院
内
に
お
げ
る

診
療
医
療
費
の
一
部
負
担
金
が
三
万
円

を
超
え
る
場
合
に
わ
h
て
対
象
と
な
一

難
ま
す
　
し
た
が
r
．
’
、
翌
月
の
一
部
負
拍

か
一
↓
．
万
円
に
満
た
な
、
場
合
よ
支
絵
山
、
、

箕
玄
せ
ん
．

教
育
委
員
会
関
係

問
∀
子
校
給
食
共
同
凋
理
場
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
区
）

答
　
現
在
町
内
各
学
校
て
給
食
調
理
を

し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
衛
生
、
栄
養

弛
没
の
管
理
、
又
物
資
の
購
入
、
検
収

保
管
等
に
行
き
届
か
な
い
占
い
も
あ
り
ま

す
の
’
、
、
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
に
執

減
て
調
理
し
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
へ
配
こ

す
る
の
て
す
か
、
共
同
凋
理
場
て
は
専

午
の
所
長
、
専
任
の
栄
養
土
を
お
、

て
、
た
え
す
栄
養
、
衛
生
の
面
に
充
分

気
を
つ
け
て
調
理
し
又
物
資
の
購
入
に

も
た
え
ず
気
を
配
っ
て
、
品
質
や
価
格

に
注
悪
し
て
常
に
新
鮮
て
価
格
も
安
、

物
を
購
遇
し
給
食
費
の
値
上
す
を
抑
制

し
、
．
す
こ
し
で
も
学
校
給
食
の
向
上
二

努
力
す
る

問
青
少
年
の
育
成
て
つ
い
て
へ
＋
・
・

迫
・
坪
谷
。
羽
坂
）

答
　
青
少
年
の
育
成
・
・
5
、
－
わ
め
て
軍
要

な
問
題
て
あ
り
、
町
と
し
て
も
相
当
へ
あ

●

●

存
場
に
あ
る
　
今
後
も
ロ
ー
セ
i
研
修

や
、
会
員
の
充
実
を
図
）
へ
玉
が
ら
肯
成

ご
努
力
し
た
い
．

問
町
営
運
動
場
の
利
用
者
か
多
く
へ
．

・・

ﾄ
利
用
て
｝
、
・
な
い
場
合
か
あ
る
が
補

助
ク
ラ
ウ
ノ
k
の
計
画
は
な
、
か
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
羽
坂
）

答
　
ム
ァ
の
と
こ
る
訓
画
は
な
h
が
、
得

事
の
調
整
を
図
う
な
か
ら
酒
用
し
て
弓
．

し
、
又
学
校
運
動
場
の
解
放
も
検
討

す
る
．
．

問
学
校
フ
ー
ル
の
水
質
が
汚
濁
心
・
・
れ

一
、
、
る
か
そ
の
対
策
は
つ
　
（
寺
迫
）

答
現
在
関
係
者
と
も
協
磯
し
そ
の
対

策
を
構
し
て
、
る
と
二
ろ
で
あ
る
が
夏

休
み
ま
て
こ
は
利
弔
て
㌧
・
・
る
よ
う
こ
し

ハ
へ
．

問
学
校
の
排
水
が
啓
く
近
く
の
住
民

こ
迷
惑
を
か
ナ
て
い
る
の
て
改
下
し
て

ま
し
h
　
（
鶴
野
内
）

答
　
た
え
す
気
を
つ
け
て
い
る
が
、
調

斉
し
て
改
善
で
｝
、
る
も
の
か
ら
順
次
改

浩
し
て
、
、
く

問
幼
稚
園
児
や
小
学
校
低
学
年
を
マ

●

予
鱗
を
淫
し
で
そ
の
育
戚
に
あ
た
デ
で

い
る
か
、
そ
の
内
容
ほ
あ
く
ま
て
自
覚

的
運
営
て
教
育
委
員
会
は
助
言
指
導
の

～f

ρ

ノ
　
ラ
　
・
一
パ
ス
’
並
込
仰
「
し
戸
と
寺
請
し
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
迫
野
内
〕

竺
目
　
油
旭
朗
ゴ
パ
フ
に
つ
、
て
は
、
　
h
ろ
、

ろ
の
制
約
も
あ
り
、
実
施
は
凶
難
て
あ

る
　
通
学
が
因
難
な
園
児
や
児
革
に
つ

、
’
、
孤
父
兄
か
協
わ
し
て
、
通
学
通
謁

し
て
ほ
し
、



（6）

病

完

関

係

町報とうこう

問
　
病
院
外
科
医
師
の
確
保
見
通
し
、

と
運
営
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
．
．

　
　
　
　
へ
田
野
・
坪
谷
・
鶴
野
内
）

0

∂
P

答
　
昨
年
四
月
の
外
科
医
師
欠
員
に
伴

な
い
前
町
長
時
代
か
ら
引
続
い
て
早
急

な
後
任
補
充
の
た
め
全
国
的
に
大
学
病

院
は
じ
め
関
係
病
院
、
そ
の
他
の
機
関

と
接
渉
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
深
刻

的
な
医
師
不
足
の
た
め
残
念
な
が
ら
現

．（』嘱』一画

在
な
お
確
保
の
見
通
し
が
な
く
申
訳
け

な
く
存
じ
て
お
り
ま
す
．

　
し
か
し
こ
の
医
師
問
題
は
最
重
点
事

項
と
し
て
早
急
に
解
決
す
べ
く
懸
命
に

努
力
申
で
あ
り
ま
す
の
で
時
間
は
か
か

る
と
思
い
ま
す
が
、
し
ば
ら
く
の
こ
辛

俸
と
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
・
、
、

　
次
に
運
営
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
五

〔，

D
4
年
度
．
は
前
述
の
よ
う
に
外
科
医
師
欠

．
二
．

．
曳

昌

△　
　
N
．
＼

貝
に
加
え
て
旧
病
院
施
設
の
処
分
に
よ

る
除
却
損
、
　
人
件
費
の
増
加
、
病
院

建
設
費
の
償
還
金
の
増
に
よ
り
二
四
、

五
二
四
千
円
の
欠
損
金
を
生
じ
繰
越
利

益
剰
余
金
を
差
引
い
て
も
一
二
、
二
四

二
千
円
の
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
五
「
年
度
の
損
益
収

支
で
は
入
院
患
者
の
吸
収
率
上
昇
に
よ

る
医
療
収
益
増
収
の
反
面
、
医
師
看
護

婦
の
欠
員
に
よ
る
給
与
費
及
び
杉
料
費

の
支
出
減
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
四
月
～

七
月
間
の
収
支
で
は
五
、
日
七
八
干
円

の
実
質
黒
字
で
経
営
面
だ
け
け
で
見
れ

ば
順
調
な
運
営
状
況
で
あ
り
ま
す
．
、

ご
用
心

年
末
は

ひ
っ
た
く
り
の

多
い
予
て
す

7
フ
7
ブ

え
塗
も

あ
乏
ク
と

あ
も
フ
て
…

9？

Y

〃
へ

蓬
．

ヒ　

岬
㌧
二

　
・
言
◎

　

』
．
’

／

＼　
6

　
　
　
　
、

　
　
　
陶

　
　
　
」

　
　
＼

　
　
も

＼
§

　
、

覧

、

●

、

編集後

延／／ oゴ

激〕醒

聡し

…vv～一べ一（）～固唾『～伸

一

　
昭
和
五
十
「
年
度
町
政
懇
談
会
の
結

果
に
つ
い
て
関
係
各
課
ご
と
に
と
り
ま

と
め
報
告
し
ま
し
た
．

　
師
走
に
は
い
り
何
か
と
あ
わ
た
ゼ
し

い
日
が
つ
づ
き
ま
す
が
ち
よ
っ
と
し
た

油
断
が
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
も
の

で
す
．

　
お
た
が
い
に
気
を
ひ
き
し
め
て
毎
日

を
す
ご
し
ま
し
レ
玉
う
．

．
4
＼
♪
．
．
～
’
“
ノ
．
・
ぐ
ど
．
黛
／
．
章
～
・
、
ド
“
ノ
．
べ
才
、
〉
～
、
．
・
一
も
ノ
数
≦
㌦
〉
へ
・
し
Σ
㌦
）
》
【
、
Z
殴
ピ
＼
ノ
．
・
）
）
’
〉
》
」
》
》
・
〉
・
マ
4
、
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